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明日のよりよき相談役
㈱大矢相互不動産

＜      本 社     ＞ 稲沢市大矢町地蔵堂60番地の2
 ☎0587-36-3150 FAX0587－36－3189
＜稲沢中央営業所＞ 稲沢市小池3丁目12-4
☎0587-24-2840 FAX0587－24－2847

不動産の売買・賃貸・仲介・コンサルティング

創業45周年・市内2店舗広 告

広 告

学校・教室見学入学相談受付中☆転・編入生随時受付
☎0586-68-7068/090-8088-4858
high12summer_waves13@ybb.ne.jp
〒492-8389愛知県稲沢市横野町764-1

通信単位制普通科 原則留年ナシ！バイト留学もOK！
前籍校での在籍期間や取得単位を最大限に活かします！

併設　学研横野法閑寺教室

日本航空高等学校
尾張学習支援センター

09 連載／わかるとい～な　
障がい者基幹相談支援センターだより
連載／高齢者役立ちかわら版

財源確保のために有料広告を掲載しています。広告については本会が推奨するものではありません。
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［WEBサイト］ 稲沢市社会福祉協議会 検 索http://inazawa-shakyo.or.jp
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クイズ正解者の中から抽選で
「図書カード」1,000円分をプレゼント！

問題
社会福祉協議会では、令和3年4月1日に稲沢市□□□□センター
を開設しました。
社会福祉協議会では、令和3年4月1日に稲沢市□□□□センター
を開設しました。
社会福祉協議会では、令和3年4月1日に稲沢市□□□□センター
を開設しました。
□に入る文字をお答えください。

ワンストップ 多数のご応募ありがとうございました。前回のクイズの答え

応募方法

応募宛先 〒492-8269　稲沢市稲府町1 番地
市役所東庁舎1 階　稲沢市社会福祉協議会クイズ係

応募締切 令和3年7月21日（水）必着（応募は1人1枚まで）

当選発表 厳正なる抽選のうえ、当選は賞品の発送をもって
代えさせていただきます。

応募資格 市内在住のかた

郵便はがきに、①クイズの答え②氏
名（ふりがな）③性別④年齢⑤職業
⑥郵便番号⑦住所⑧電話番号⑨今
号の紙面の中から目に留まった、気
になった記事を１つ⑩ご意見・ご感
想などをご記入のうえ、本会までお
送りください。

●ご応募いただく際に、ご記入いただきました個人情報は、当選者への賞品発送及び本会運営のために使用させていただきます。
●個人情報は、ご本人様の同意無しに第三者に開示提供することはありません。　●個人情報は、当会が責任をもって管理いたします。

【 個人情報の取扱について 】

※ヒントは紙面のなかにあるよ！

フードパントリー
～集まった食料品を必要とするかたへ～

いなざわ子ども食堂　フードパントリーの様子（内容は7ページ）

福

広告規格：１枠サイズ　縦5.0㎝×横8.0㎝
掲載位置：「い～な」最終頁で、当会の指定する位置
広告料：１号あたり会員は1枠15,000円、
　　　  非会員は20,000円
発行：年４回（４月・７月・10月・１月）
配布先：市内全戸配布
申込：次号（10月）の締切は７月26日です。（先着順）

広告掲載の募集
あなたの会社ＰＲしてみませんか
広告掲載の募集

あなたの会社ＰＲしてみませんか

広 告
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　センターでは、認知症・知的障がい・精神障がいなどで、判断能力が十分でないかたが安
心して生活できるよう「成年後見制度」や「日常生活自立支援事業」についての相談対応や
利用支援のお手伝いをします。
　相談内容によっては弁護士、司法書士、行政書士などの専門職と連携し、対応する体制
を整えています。

　認知症や障がいなどのために、自分自身で十分な
判断をすることができないかたが契約行為や財産の
管理などで不利益が生じないよう、ご本人を守る制
度です。

　制度について説明を行います。そのうえで、制度を利用するための手続きや書類作成に
ついての助言を行います。

　市民のかたや関係機関のかたに成年後見制度への理解を深めていただけるよう、広く
情報を発信し、広報・啓発を行います。
制度をテーマにした出前講座も行いますので、お気軽にお問い合わせください。

相談（無料）相談（無料）

広報・啓発広報・啓発

　家庭裁判所から依頼があった場合、社会福祉協議会が法人として成年後見人など（補助
人・保佐人・後見人）の業務を行います。

法人後見の受任法人後見の受任

　日常的なお金の管理に不安があるかたに対して、通帳の管理などを行います。

日常生活自立支援事業の利用支援日常生活自立支援事業の利用支援

稲沢市成年後見センター☎0587-22-5565
開設時間　月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５（祝日・年末年始除く）

～まずは、お気軽にご相談ください～

特集
社会・経済情勢の変化に伴う諸課題への対応が求められている中、今般の新型コロナウ

イルス感染症拡大により、つながりの希薄化や減収・失業による生活困窮状態の深刻化な
ど、より一層複雑・複合化した福祉課題に対する適切な対応が求められており、子ども、障
がい、高齢などの属性別の支援体制では対応が困難になっています。
こうした中、国においては複合的な課題や、制度の狭間のニーズに対応するため、属性を
問わず広く相談を受け止める『地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制づくり（重層
的支援体制整備）』が進められています。
本会におきましても、本所機能を福祉の拠点（市役所東庁舎）へ移転することによって、
市役所との連携を強化し、包括的支援体制づくりに向けた相談支援体制を充実させてまい
ります。
第４次稲沢市地域福祉計画・地域福祉活動計画（令和２年度～令和６年度）の「地域の

みんなでつくる、安心して暮せるまち」の基本理念のもと、地域住民、地縁組織、市役所及び
関係機関などとの連携を強化し、地域における支え合いの仕組みづくりや課題解決に向け
て努めてまいります。

※「事業計画」、「予算」の詳細は、本会ＷＥＢサイトにて公表しています。

令和３年度　稲沢市社会福祉協議会事業計画

稲沢市社会福祉協議会予算
令和３年度　資金収支予算の内訳

収入の部 支出の部

-基本方針-

収入合計 473,781千円

障害福祉サービス
90,147千円
19%

その他
18,890千円 4%

就労支援事業収入
1,560千円 0.4%

介護保険
26,555千円
5.6%

貸付事業
等収入
2,736千円
0.6%

受託金
243,136千円 51.3%

補助金・
共同募金配分金
73,555千円
15.5%

寄附金
2,801千円 0.6%

会費
14,401千円 3%

支出合計 473,781千円

基金運営事業等
5,470千円 1.2%
障害児通所支援事業
36,624千円 7.7%

老人福祉センター
等管理事業
67,598千円
14.3%

基幹型包括
支援センター
事業
20,000千円 
4.2%

就労支援事業
41,341千円 8.7%

居宅介護支援事業・
訪問介護事業
44,723千円 9.4%

生活支援体制
整備事業
32,000千円 6.8%

成年後見事業
14,026千円 3%

障害者相談
支援事業
66,593千円
14%

多機関協働事業
15,000千円
3.2%

生活困窮者
自立支援事業
21,300千円
4.5%

資金貸付事業
3,526千円
　 0.7%

共同募金
配分金事業
32,344千円
6.8%

ボランティア・
市民活動事業
5,614千円 1.2%

地域福祉活動推進事業
22,252千円 4.7%

法人運営費
45,370千円 9.6%

稲沢市成年後見センター
　市からの委託を受けて、稲沢市役所東庁舎１階にあります
社会福祉協議会内に開設しました。

せ  い   ね  ん   こ  う   け  ん

成年後見制度とは・・・
せ  い  ね  ん  こ  う  け   ん  せ    い     ど

令和３年４月１日開設
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福
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代表 伊坪浩幸
☎090-1278-6834

◎熟睡体操
20年間病んでいた「うつ病」を克服した運動療法を指導します。
　第3日曜日9時30分～11時　　勤労福祉会館　
　うつ病、睡眠障害のかた　　5名　　  電話にて事前申し込み
　講師：元愛知県がんセンター 理学療法士 伊坪浩幸

◎ブルーベリー収穫体験会
　 7/6～8/21の間の火・木・土曜日 9時～10時　　
　平和町下三宅ブルーベリー園　
　1日15名程度　　小学生以上500円　
　無農薬栽培のブルーベリーを時間内食べ放題　　電話にて事前申し込み

◎はじめての囲碁講座
　 全5回(7/21、7/28、7/29、8/4、8/5) 各回13時30分～15時　
　平和町農村環境改善センター　　児童(初心者)※保護者同席可
　8名　　1,000円　　7/15(木)から事前申し込み　
　講師：日本棋院普及指導員 裏野 豊、飛沫防止シートを設置し開催します。

◎第2回七夕ポスター募集
ＬＧＢＴについて、市民に理解を深めてもらうために、偏見のない多様な
愛の形をポスターで表現してみませんか。
　小学生以上　　郵送　　応募方法などの詳細は、インターネット検索サ
イトにて〔輝虹会スターレインボー〕で検索

稲沢市市民活動支援センター・ボランティアセンター
■稲沢市国府宮三丁目1番1-101号　総合文化センター内　
☎　0587-33-6400　　　FAX　0587-22-6110
WEBサイト https：//www.inasvsc.jp　Eメール volo-info@inazawa-shakyo.or.jp
《公式facebook、twitterも見てね！》
　■facebook　https://www.facebook.com/inazawa.svsc
　■twitter　 https://twitter.com/inazawashien

 地域づくりナビ  発信！
「地域へ出向いて講座を実施しています！」

４月９日、高齢者ふれあいサロン「愛ぷらす」から依頼
を受け、出前福祉講座（新型コロナウイルス感染症につ
いて、高齢者の詐欺について）を行いました。
サロン運営者のかたと社協の生活支援コーディネー

ターが打ち合わせを重ね、明治・千代田地域包括支援セ
ンターと連携して、クイズや寸劇を交えた内容で実施し
ました。
「息子を名乗っていても、お金を振り込んで欲しいとい
う電話だったら、まわりの人にすぐ相談したほうがいい
よね。」という参加者の声に、他の参加者が「そうだね。」
と反応するなど、全員で一緒に考える有意義な講座にな
りました。

出前福祉講座　～暮らしに役立つ福祉の講座～

申込団体で調整した日時
申込団体が手配した会場
市内在住・在勤・在学の10名以上で構成された団体
福祉に関する19の講座の中から選んでいただきます。
※メニューにない内容については要相談。
実施希望日１か月前までに社会福祉協議会に備え付けの申請書で申し込み。

医療費の還付や年金の仕組み、家計のやりくりなどについて

※上記以外にも福祉に関する様々な講座があります。

認知症などで判断能力が不十分なかたのサービス利用や、
財産管理などを支援する制度について

認知症になっても安心して暮らしていける方法について

地域のつながりの重要性や効果について

知らないと損するお金の話

安心して生活するために

みんなで知ろう認知症

地域のつながりの大切さ

詳細は社会福祉協議会本所までご連絡ください。

　「福祉について知りたい、勉強したい。」そんなご要望にお応えできるよう、職員が出向き、
地域住民の皆様にとって、わかりやすい講座を実施しています。

～講座メニューの一例～

※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略。

期間・日時 場所・会場持ち物・服装定員

申込み・応募
内容

その他対象 費用・受講料

■登録団体情報【イベント情報】
団体名 問合・申込先内容

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベントが中止又は延期となる場合があります。
　最新情報については、主催団体にご確認ください。

センターからのお知らせ

◎上映会
　7/19(月)日本最古の神社「石上神社」 8/16(月)神殿の無い「大神神社」
　9/21(火)神武を祀る「橿原神宮」 各回13時30分～15時30分　
　市民活動支援センター

いなざわ
きらくの郷

熟睡を
取り戻す会

囲碁体験
学びの会

歴史を見る会

輝虹会
スターレインボー
稲沢支部

担当 鈴木 光
☎090-6364-8285

代表 伊藤 稔
☎090-7856-1212

代表 松田文夫
☎0587-21-0021

代表 高橋ななみ
☎080-3673-4277

〈問合先〉 ☎0587-23-6713
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ピ　カ　ブ　ー

◎おもちゃ図書館ボランティア募集
「みんなで、みんなの子どもを育てる」そんな一歩を始めてみません
か。
　毎週水曜日10時～12時　　中央子育て支援センター　　子どもが好
きなかた　　5名　　子どもたちが安全・安心して遊べるように見守りや
おもちゃの消毒・整理など　　電話又はメール

◎子ども食堂ボランティア募集
誰もが気軽に参加できる場として開催しています。
　不定期（日曜日）　　市内公共施設　　電話又はメール

外国にルーツのある子どもたちの日本語学習を一緒にサポートしません
か。
　第2・4土曜日（変更になる場合あり）13時30分～15時　　総合文化セ
ンター　　日本語学習、学校の宿題、日本語能力試験受験対策の支援　
　電話又はメール

東日本大震災から10年、災害の恐ろしさを再認識し、地域防災・減災活動
を学び、命を守る活動をしませんか。
　第2土曜日9時30分～12時　　稲沢公民館　　市内在住のかた
　年会費500円

『ママサポートぴよぴよ』は、財団法人女性労働協会主催「保育サービス講習会」の修了生により、1997年9
月に発足した自主グループです。
現在は、稲沢市主催講座の「子育てセミナー」、「親子ふれあい広場」の託児を有償で行っています。その他、
長野子育て支援センターの「ママクッキング」での託児、各任意団体な
どからの託児依頼も受け付けています。
定例会や会員研修会の他、毎年12月には未就園児とその保護者を
対象としたクリスマス会を企画し、ハンドベル演奏もしています。
「子育て中や仕事を持っている会員もおり、依頼のあった講座など
で活動する会員を調整することが難しい時もありますが、かわいらし
いお子さんを預かる楽しさと、子育て中のお母さんを応援したいとい
う思いがぴよぴよの活動の源になっています。」と代表の大野さん。
一緒に活動する仲間を募集しています。子育て経験者ならどなたで

も。
団体の活動に関心のあるかたは、下記問合先まで。

〈問合先〉ママサポートぴよぴよ　代表　大野邦子
　☎0587-21-9067
　　kuniko4666@gmail.com

■登録団体情報　【会員募集】
団体名 問合・申込先内容

健康増強、ストレス解消など心身共に良い気功を一緒にやりませんか。
　第1・3金曜日19時～２１時　第1・3土曜日9時～12時　　総合文化セン
ター　　電話にて事前申し込み

担当 仙石君子
☎0587-32-6420

気功教室

心の病で苦しんでいる当事者家族のかた、一人だけで悩まないで！みんなで語
り、支え合いましょう！
　第1・3水曜日9時30分～12時　　大里西公民館　　心の病で悩んでいる
当事者家族のかた　　月400円(月刊情報誌300円含む)　　病気の知識、関
わりかた、地域で生活するための福祉サービスなどについて学ぶ　　電話に
て事前申し込み

代表 江崎英直
☎090-1096-5282

稲穂会

琴の練習と小学生へのボランティア指導、施設訪問。
　第1・3火曜日　　大里西公民館　　初心者可　　5名　　月3,300円　
　琴が無くても可

代表 安田一子
☎0587-32-1080

初音の会

和太鼓を一緒に楽しみませんか。小学生から大人まで約40名で活動していま
す。
　毎週土曜日13時～16時　　大里西小学校体育館　　小学1年生以上　
　月1,000円　　電話又はメールにて見学・体験の事前申し込み
 　活動日などが変更になる場合あり

担当 飯田勝弘
☎090-1728-8586
　inazawa_hibiki
@yahoo.co.jp

和太鼓　響

◎観光ボランティア募集
　随時　　市内　　観光振興に興味がある20歳以上のかた　
　観光案内、各種イベントなどで活動　　電話又はメール

事務局
☎0587-22-1414
　inakan@inazawa
-kankou.jp

稲沢市観光協会

■登録団体情報【会員募集】

団体名 問合・申込先内容

代表 佐藤宜一
☎0587-32-0278

防災ボランティア
稲沢

代表 近藤淳宗
☎090-6570-4822
　inazawanihongo
@outlook.jp

いなざわ
日本語教室

代表 青木真由美
☎090-1720-1000
（17時～21時）
　mayumiaokipress
@yahoo.co.ｊp

代表 川口ゆかり
☎090-7041-5665
　familabo2018
@gmail.com

いなざわ
子ども食堂

NPO法人
ふぁみりぃ・らぼ

 「ママサポートぴよぴよ」登録団体紹介 春のフードドライブ
ご協力ありがとうございました。

稲沢市資源対策課と協力して、フードドライブ(4/3、4/5～4/9)を行い、昨年秋のフードドライ
ブ(711.4㎏)よりも多い845.5㎏もの食品が集まりました。
食品は子ども食堂や福祉団体などを通じて、必要とするかたへ届けました。
5月2日には、「いなざわ子ども食堂」さんがフードパントリー（食品無料配布）を開催し、企業な

どからの寄付やフードドライブで集まった食品などが配られました。温かいご支援、ありがとうご
ざいました。

配付先：いなざわ子ども食堂、peeka-bo(^o^)o、
ハート＆ハート子ども食堂、のわみ相談所、
福祉総合相談窓口

※春のフードドライブ実績は、センターWEBサイトに
てご覧いただけます。

報告

寄付の様子
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の思いで行ってきましたが、現在は「自分のため
（生きがいや楽しみ）に」という気持ちでも活動す
るようになりました。

  ボランティアに興味・関心のあるかたに
  メッセージを
　興味・関心を持った活動は何でもやってみてく
ださい。ボランティア活動は、仕事ではないので
選べることも特徴の一つです。
　また、グループの中で役割を引き受けること
で、責任感が生まれると同時に、活動全体が見え
てくるので、生きがいとして長く続けられることに
繋がると思います。
　一番大切なことは、「楽しく」ボランティア活動
をすることです。

　ひとりでも、気軽に始められるのが「収集ボランティア」です。集められた物は、換金したり、他
の物品と交換することにより、福祉活動などに役立てられます。
●お寄せいただきましたものは、次の団体で活用されます。

※収集品は、ボランティアセンター又は社会福祉協議会窓口へご持参いただくか、郵送してください。
　（郵送の場合、恐れ入りますが送料はご負担いただきますようお願いします。）

  ボランティア活動との出会いは
　子育ても落ち着き、自分の空いている時間にで
きることを探していた時、社会福祉協議会で募集
していた「EMボカシ」づくりのボランティア活動
に参加しました。また、2005年の「愛・地球博」で
は、開催の約2年前からボランティア研修会など
に参加し、多くのボランティアと一緒に活動した
ことはとても楽しく、貴重な経験となっています。

  あなたにとってボランティア活動とは
　人づきあいが苦手な私は、ボランティア活動を
することで、仲間ができ、地域社会に出るきっか
けになりました。また、長く活動を続けるうちに、
経験や知識を得て、自分自身の成長にも繋がっ
たと思います。
　これまでボランティア活動は「人のために」と

第８回第８回

自宅で
できる

収集ボランティア
　はじめてみませんか？

収 集 品 収 集 団 体 名活 用 目 的
使用済み切手
書き損じ・未使用葉書
ベルマーク

中部善意銀行
中部盲導犬協会
ベルマーク運動本部

県内社会福祉事業に使用されます。
盲導犬の育成に使用されます。
被災地のベルマーク運動参加学校などに分配さ
れ、物品購入に役立てられます。

　ご家族から「3か月前に母が足の手術をして退院しました。近頃、ふらつく
ようになり転んで怪我をしないか心配。」との相談。
　相談を受けた後、職員が自宅を訪問し、ご本人やご家族から体調などにつ
いてお伺いしました。
　ご本人は「歩くときに何かつかまるところがあると良い」と希望されたため、
転倒を予防するための生活環境の改善について一緒に考えていきました。
今回のケースでは介護保険サービスを利用して、福祉用具の貸与や住宅改

修での手すりの設置を提案しました。

相談内容

対応

【連載】

障がい者基幹
相談支援センター

だより

第
32
回

障がいのあるかたを支援する
ヘルパーサービスについて（３）

次回も、障がいのあるかたを支援するヘルパーサービスについて（４）をお伝えします。

　「行動援護」は、知的障がい又は精神障がいにより、行動する上で著しい困
難があるために、常時介護を必要とするかたを対象としています。障がいの特
性を理解した専門のホームヘルパーが、行動する際に生じやすい危険を回避
するための支援や、外出時における移動中の介護や食事、排せつなどの介護、
その他の行動をする際に必要な支援を行います。重い障がいがあっても、安心
して外出ができるように、地域生活や社会参加を支援するサービスです。

障がいのあるかたが利用する「行動援護」は、
どんなサービスですか？

質問

回答

質問

回答

【連載】

第30回

生活環境を整えて転倒の不安の解消を！
高齢者役立ち
かわら版

　市内には、2か所あります（令和３年４月現在）。事業所について、市役所福
祉課や、各相談支援事業所などの窓口にある「福祉サービスあらかると」に情
報の掲載があります。利用するには、市役所福祉課の窓口で、利用申請など所
定の手続きが必要です。

「行動援護」を行っている事業所はどこにありますか？

　今回は地域包括支援センターに高齢者の転倒の不
安について相談があった事例について紹介します。

※本会ではノーマライゼーションの理念を推進する観点から広報紙面などにおける「障害」の表記を、「障がい」と一部ひらがな表記に
　努めています。
※ノーマライゼーションの理念とは、デンマークにおける知的障がい者の親の運動から広がった考え方で、障がいのある人もない人も、
　みんなが安心して生活をおくることのできる地域社会を築くことをめざすものです。

次回は、「フレイル（心身の活力が低下した状態）」について紹介します。

日常生活に不安を感じたら、早めにお住まいの地域の地域包括支援センターに相談しましょう。

　市内で活躍するボランティアにスポットを当て、
ボランティアへの思いを語ってもらいます。

今回は傾聴活動などを行っている浪上永子さん
にお話しをお聞きしました。

なみ うえ えい  こ
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【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所
☎0587-23-6713（平日8時30分～17時15分）

※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略。

期間・日時
場所・会場

持ち物・服装定員
申込み・応募内容
その他対象 費用・受講料

社協の

情報広場

i n f o r m a t i o n

福

 生活支援員養成研修（日常生活自立支援事業）

ひとり親家庭支援事業 ～名古屋港水族館へ無料でご招待～
名古屋港水族館に、対象世帯をご招待します。楽しいひとときを親子でお過ごしください。

認知症高齢者や、知的・精神障がいのあるかたの支援をしてみたい…
　そんな気持ちを生かして、日常生活自立支援事業の生活支援員として登録・活動してみませんか？

お好きなお日にちにお出かけください。 ※入館券に有効期限はありません。
名古屋港水族館　（住所：名古屋市港区港町１番３号）

150世帯（定員を超えた場合は抽選。結果は郵送にて通知。）
市内在住のひとり親家庭の保護者と１８歳以下（高校生まで）の子ども

【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所　☎0587-23-6713（平日8時30分～17時15分）

・入館券は７月下旬ごろ発送予定です。
・入館券の転売は禁止します。
・会場までの交通費は自己負担となります。

※詳細は、「令和３年度市民共助パイロット事業募集要項」によりますので、お気軽にお問い合わせ
　ください。

郵便はがきに下記事項を記入のうえ、
７月16日（金）（必着）までに申し込み。
①保護者氏名　②希望する子ども全ての氏名・年齢・
学年　③郵便番号　④住所　⑤電話番号
〒492-8269
稲沢市稲府町１番地　市役所東庁舎１階
稲沢市社会福祉協議会　水族館招待　係

市役所東庁舎1階　第8会議室

10名（定員を超えた場合は抽選となります）※最小催行人数２名

次の条件をすべて満たすかた
・満30歳以上満65歳未満で市内在住のかた（年齢は令和３年3月31日時点での年齢）
・本研修（2日間）をすべて受講できるかた  ・最低月1回、平日に1～2時間程度活動できるかた
・自家用車を使用して活動が可能なかた    ・高齢者、障がい者に対する福祉活動に関心のあるかた

7月30日（金）まで成年後見センターで電話にて受付 ☎0587-22-5565

1日目：9月2日（木）　２日目：9月9日（木）　各回13時30分～16時

生活支援員は、どんな活動をするの？ ※専門員（社協職員）が活動をサポートします。
●金融機関で利用者の生活費などを払い戻し、利用者のもとへ届けます。
●本人の困りごとや悩みごとなどを聞きます。
●本人の代わりに、病院代などの料金の支払いを行います。
●専門員へ活動を報告します。

例えば…
●地域住民が交流できる場をつくりたい。
●高齢者のかたのゴミ出しや電球の交換など、日常生活のちょっとした困りごとを住民同士で
　助け合う仕組みを作りたい。
●子どもたちに食事や居場所を提供したい。など

～より良い地域づくりを始めてみませんか～市民共助パイロット事業 
住民が主体となって、地域の福祉課題や困りごとの解決に向けて取り組む団体の事業に対して、社

会福祉協議会が活動費助成やアドバイスなどにより支援します。なお、助成金の限度額は10万円です。

講義、演習（対象者の理解、コミュニケーション方法などについて学びます）

○月に1時間からできる支援活動です。

地　区 会　場 開催日 時　間

大里西

大里東

千代田

平　和

老人福祉センターさくら館

大里東 老人憩いの家つつじ館

千代田 老人福祉センターしいのき館

平和らくらくプラザ

13時30分～15時

9時30分～11時

9時30分～11時

13時30分～15時

7月6日（火）
8月3日（火）
9月7日（火）

9月14日（火）

8月25日（水）

9月1日（水）

ご寄付ありがとうございました。
ご 寄 付
ありがとう
ございました。

【社会福祉基金】
◎千代田仏教会
◎いなざわ観光まちづくりラボ四季の詩
◎千代田グラウンド・ゴルフクラブ
◎ふれあいサロン天池いきいき会
◎匿名（1件）

10，000円
20,110円
23,745円
10,000円
5,000円

皆様のご厚意に心からお礼申しあげます。
令和3年3月1日から5月31日までのご寄付を
掲載しています。（順不同・敬称略）

高齢者よろず相談会のご案内
　基幹型地域包括支援センターが各老人福祉センターなどで高齢
者の皆様の様々なご相談に対応します。
　また、脳トレなど楽しいイベントを用意した茶話会も同時開催い
たしますので、皆様のご参加をお待ちしております。

■開催情報（7月～9月）

※参加料は無料で、事前申込不要(入退席自由)です。
※今後の新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては、茶話会を中止とさせていただく場合があります。

※福祉団体へ贈呈しました。◎三菱電機㈱稲沢製作所

◎クオリ訪問看護リハビリステーション
【物品】

プラスチック手袋 700枚、マスク 66枚など

備蓄用ご飯 3,200食、ビスケット 60袋
※市内施設などへ贈呈します。◎岩本製菓㈱

タマゴボーロ　6箱

※災害時の備えなどに活用します。

◎㈱大矢相互不動産
歩行器 2台、介助式車いす 8台

※貸出事業などに使用します。
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稲沢市稲府町１番地　市役所東庁舎１階
稲沢市社会福祉協議会　水族館招待　係

市役所東庁舎1階　第8会議室

10名（定員を超えた場合は抽選となります）※最小催行人数２名

次の条件をすべて満たすかた
・満30歳以上満65歳未満で市内在住のかた（年齢は令和３年3月31日時点での年齢）
・本研修（2日間）をすべて受講できるかた  ・最低月1回、平日に1～2時間程度活動できるかた
・自家用車を使用して活動が可能なかた    ・高齢者、障がい者に対する福祉活動に関心のあるかた

7月30日（金）まで成年後見センターで電話にて受付 ☎0587-22-5565

1日目：9月2日（木）　２日目：9月9日（木）　各回13時30分～16時

生活支援員は、どんな活動をするの？ ※専門員（社協職員）が活動をサポートします。
●金融機関で利用者の生活費などを払い戻し、利用者のもとへ届けます。
●本人の困りごとや悩みごとなどを聞きます。
●本人の代わりに、病院代などの料金の支払いを行います。
●専門員へ活動を報告します。

例えば…
●地域住民が交流できる場をつくりたい。
●高齢者のかたのゴミ出しや電球の交換など、日常生活のちょっとした困りごとを住民同士で
　助け合う仕組みを作りたい。
●子どもたちに食事や居場所を提供したい。など

～より良い地域づくりを始めてみませんか～市民共助パイロット事業 
住民が主体となって、地域の福祉課題や困りごとの解決に向けて取り組む団体の事業に対して、社

会福祉協議会が活動費助成やアドバイスなどにより支援します。なお、助成金の限度額は10万円です。

講義、演習（対象者の理解、コミュニケーション方法などについて学びます）

○月に1時間からできる支援活動です。

地　区 会　場 開催日 時　間

大里西

大里東

千代田

平　和

老人福祉センターさくら館

大里東 老人憩いの家つつじ館

千代田 老人福祉センターしいのき館

平和らくらくプラザ

13時30分～15時

9時30分～11時

9時30分～11時

13時30分～15時

7月6日（火）
8月3日（火）
9月7日（火）

9月14日（火）

8月25日（水）

9月1日（水）

ご寄付ありがとうございました。
ご 寄 付
ありがとう
ございました。

【社会福祉基金】
◎千代田仏教会
◎いなざわ観光まちづくりラボ四季の詩
◎千代田グラウンド・ゴルフクラブ
◎ふれあいサロン天池いきいき会
◎匿名（1件）

10，000円
20,110円
23,745円
10,000円
5,000円

皆様のご厚意に心からお礼申しあげます。
令和3年3月1日から5月31日までのご寄付を
掲載しています。（順不同・敬称略）

高齢者よろず相談会のご案内
　基幹型地域包括支援センターが各老人福祉センターなどで高齢
者の皆様の様々なご相談に対応します。
　また、脳トレなど楽しいイベントを用意した茶話会も同時開催い
たしますので、皆様のご参加をお待ちしております。

■開催情報（7月～9月）

※参加料は無料で、事前申込不要(入退席自由)です。
※今後の新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては、茶話会を中止とさせていただく場合があります。

※福祉団体へ贈呈しました。◎三菱電機㈱稲沢製作所

◎クオリ訪問看護リハビリステーション
【物品】

プラスチック手袋 700枚、マスク 66枚など

備蓄用ご飯 3,200食、ビスケット 60袋
※市内施設などへ贈呈します。◎岩本製菓㈱

タマゴボーロ　6箱

※災害時の備えなどに活用します。

◎㈱大矢相互不動産
歩行器 2台、介助式車いす 8台

※貸出事業などに使用します。
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明日のよりよき相談役
㈱大矢相互不動産

＜      本 社     ＞ 稲沢市大矢町地蔵堂60番地の2
 ☎0587-36-3150 FAX0587－36－3189
＜稲沢中央営業所＞ 稲沢市小池3丁目12-4
☎0587-24-2840 FAX0587－24－2847

不動産の売買・賃貸・仲介・コンサルティング

創業45周年・市内2店舗広 告

広 告

学校・教室見学入学相談受付中☆転・編入生随時受付
☎0586-68-7068/090-8088-4858
high12summer_waves13@ybb.ne.jp
〒492-8389愛知県稲沢市横野町764-1

通信単位制普通科 原則留年ナシ！バイト留学もOK！
前籍校での在籍期間や取得単位を最大限に活かします！

併設　学研横野法閑寺教室

日本航空高等学校
尾張学習支援センター

09 連載／わかるとい～な　
障がい者基幹相談支援センターだより
連載／高齢者役立ちかわら版

財源確保のために有料広告を掲載しています。広告については本会が推奨するものではありません。

No.64

2021
7稲沢市社会福祉協議会だより

［WEBサイト］ 稲沢市社会福祉協議会 検 索http://inazawa-shakyo.or.jp

マスコットキャラクター
「福ちゃん」

07 ボランティアコーナー

11 市民共助パイロット事業、
高齢者よろず相談会のご案内、
寄付者紹介

05 市民活動コーナー

04 地域づくりナビ発信！
出前福祉講座のご案内

03 特集：成年後見センターについて

02 事業計画

10 社協の情報広場
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クイズ正解者の中から抽選で
「図書カード」1,000円分をプレゼント！

問題
社会福祉協議会では、令和3年4月1日に稲沢市□□□□センター
を開設しました。
社会福祉協議会では、令和3年4月1日に稲沢市□□□□センター
を開設しました。
社会福祉協議会では、令和3年4月1日に稲沢市□□□□センター
を開設しました。
□に入る文字をお答えください。

ワンストップ 多数のご応募ありがとうございました。前回のクイズの答え

応募方法

応募宛先 〒492-8269　稲沢市稲府町1 番地
市役所東庁舎1 階　稲沢市社会福祉協議会クイズ係

応募締切 令和3年7月21日（水）必着（応募は1人1枚まで）

当選発表 厳正なる抽選のうえ、当選は賞品の発送をもって
代えさせていただきます。

応募資格 市内在住のかた

郵便はがきに、①クイズの答え②氏
名（ふりがな）③性別④年齢⑤職業
⑥郵便番号⑦住所⑧電話番号⑨今
号の紙面の中から目に留まった、気
になった記事を１つ⑩ご意見・ご感
想などをご記入のうえ、本会までお
送りください。

●ご応募いただく際に、ご記入いただきました個人情報は、当選者への賞品発送及び本会運営のために使用させていただきます。
●個人情報は、ご本人様の同意無しに第三者に開示提供することはありません。　●個人情報は、当会が責任をもって管理いたします。

【 個人情報の取扱について 】

※ヒントは紙面のなかにあるよ！

フードパントリー
～集まった食料品を必要とするかたへ～

いなざわ子ども食堂　フードパントリーの様子（内容は7ページ）

福

広告規格：１枠サイズ　縦5.0㎝×横8.0㎝
掲載位置：「い～な」最終頁で、当会の指定する位置
広告料：１号あたり会員は1枠15,000円、
　　　  非会員は20,000円
発行：年４回（４月・７月・10月・１月）
配布先：市内全戸配布
申込：次号（10月）の締切は７月26日です。（先着順）

広告掲載の募集
あなたの会社ＰＲしてみませんか
広告掲載の募集

あなたの会社ＰＲしてみませんか

広 告
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